
平成21年 度事業計画

1]ク ラ シ ック音 楽事 業 及 び ク ラシ ック音楽 文化活動 に関す る人材育成

(定款第4条 第1項 関係)

1,全 国の地域 ホール及 び音楽関係者 を対象 とした実践的な研修会を首都圏及び関西地区

で開催 し、次年度以降の全国展開を目指す。(800千 円)

2,実 践的 な研修会 開催 のた めのテ キス トを昭和音楽大学他の協力を得て制作す る。文化

庁芸術団体基盤整備事業に申請中。(0千 円)

3,ア ー ト・マネ ジメン ト講座 開設機 関に対 し講師派遣を行 う。(200千 円)

4,会 員 のスキル ア ップのた めの講座やゼ ミ、経営懇談会を開催する。(200千 円)

2]ク ラ シ ッ ク音 楽 事 業 及 び ク ラ シ ック音楽文化活動 に関す る調査及び研 究

(定款第4条 第2項 関係)

1,昨 年構築 したク ラシ ックコンサー トに係 わる総合ポータルサイ トを活用 し、クラシッ

ク音楽情報の一元化を 目指 して、業界の情報化を促進 し、広報業務の効率化 と観客の

増加 による活性化を図 り、地方の事業者 ・ホール との連携強化の出来るサイ トへ と進

化を図る。(2,500千 円)

2,ク ラシ ック音楽の情報一元化 のた めのプラットフォームの構築に向けて実現可能なネ

ッ トワーク構築及び情報収集策を関連団体 と継続 して調査研究する。(未 確定)

3,文 化芸術推進 フォー ラムに参画 し、国の文化政策への提言を研究する。(管理費 で対応)

3]ク ラシ ック音 楽 事 業 及 び ク ラ シ ック音楽文化活動 に関す る普及及び啓発

(定款第4条 第3項 関係)

1,ク ラシ ックの 日に よる社 会への クラシック音楽及び協会活動の認識を高める企画の実

施を図ると共に、継続できる事業化 を目指す第一歩 とす る。又、主催者の一員(共 催)

として、天皇 ・皇后両 陛下 ご成婚50周 年 ご即位20周 年 記念 コンサー トの舞 台 に関

す る製 作を行 う。(20,650千 円)

2,地 域創 造の行 う公共 ホール活性化 事業及び支援事業及びアウ トリーチフォー ラムに協

カ し地域 の音 楽 文化 の環 境 作 りに 貢 献 す る。

3,委 託 事 業 と してKonafestaの 音 楽製 作 を行 う。

4,タ ウ ン コ ンサー トの企 画 を会 員 と協 同 し制 作 実施 す る。

[丸 の 内元 気 プ ロ ジ ェ ク ト、 宝 く じPRセ ンタ・一一一一・、 そ の他 委 託 事 業]

5,

(16,550千 円)

(3,500千 円)

(3,800千 円)

ク ラシ ッ ク コン サ ー トの 実施 に 関 して の ホ ス ピタ リテ ィの 向 上 の た め に、 オ ー ケ ス ト

ラ連 盟 と共 に 「ス マ イル&ハ ー モ ニ ー 」 キ ャ ンペ ー ン を行 い 小 冊 子No3に よ る聴 衆

へ の 呼 び か け と共 に ホ ス ピタ リテ ィの研 修 会 を実施 す る。(2,300千 円)

6,会 員 共 通 の協 同広 告 事 業 を従 来通 り行 う。(6,000千 円)



4]ク ラシ ック音 楽 事 業 及 び ク ラ シ ッ ク音楽文化 活動 に関す る知 的財 産権 の維持 ・管

理及び保全(定 款 第4条 第4項 関係)

1,音 楽著作 権の延 長問題 に 関 して協会 として利害を超 えた文化政策の中の位置付けに立

って要望を行い、併せて 日本音楽著作権協会 との事務合理化 によるコス トの削減 を図

る。(管 理費で対応)

2,コ ンサー ト約款 の制 定 ・普及 を関係団体 と行 う。(管 理費 で対応)

3,音 楽配信事 業への取 り組み につ いて、情報ポータルサイ トとの連携の中で手法を検討

す る。(管 理費 で対応)

5]ク ラシ ック音 楽 事 業 及 び ク ラ シ ッ ク音 楽文化活動 に関す る情報収集及び提供事業

(定款第4条 第5項 関係)

1,ク ラシ ック音楽事業 ガイ ド2009の 発刊 を行 う。(2,000千 円)

2,昨 年度 よ り継続 して音楽 団体及 び公共ホール等関係者へのネ ッ ト配信のためのデータ

ーべ一スの構築を行 う。(2)の2項 に含 む)

3,ク ラシック音楽 演奏家 人名録 をポータルサイ ト上でのデーターべ一ス化 を研究する。

(管理費で対応)

4,協 会 の活動 につい て広 くホールや 地方公共団体等 との企画相談のネ ッ トワークづ くり

をスター トする。(1)の1項 に含 む)

6]ク ラ シ ック音 楽 事 業及 び ク ラシ ック音楽文化 活動 に関す る内外 関係機 関 との交流

(定款第4条 第6項 関係)

1,ア ジア諸国の文化団体、機 関、文化施設 との交流を強化 しアジアクラシックネ ッ トワ

ークを構築 し、アジアの音楽関係事業者のデーターべv-・一一一・ス を作成す る。(300千 円)

2,IAMA等 欧米の機 関団体 との交流 を行い権利問題、著作権問題、招聰時の二重源泉

税撤廃 に向けての協働作業を行 う。(6)の1項 に含む)

7]そ の他 本 会 の 目的 を達 成 す る た め の事 業(定 款第4条 第7項 関係)

1,事 業環境整備

芸術 ヴィザ での公演可能へ制度改正を働 きかけ併せて二重源泉税問題の解消へ各方面

と交渉を続ける。(管 理費 で対応)

2,日 本 オー ケス トラ連盟 を初 め とす る関係団体 とクラシック音楽界のパ ワー強化の為の

協議会を行な う。(管 理費 で対応)

3,公 益法人法 改正に伴 う諸準備及び 申請について、関係 団体 との調整 を行いながら最 も

適当な時期に申請できる準備を行 う。(管 理費で対応)

4,芸 術文化豊 かな街 をつ くろ う!ネ ッ トワー クに参加協力す る。(3)の5項 に含 む)

総 事 業 予 算58,800千 円

昨 年 度 予 算71,793千 円


